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序 
大気エアロゾルは、大気放射過程や雲形成及び降雨生成過程などを通して、気候及び気象

に大きな影響を与える．近年、気候・気象モデルは急速に進歩しており、大気エアロゾル諸

過程のモデルも高度化している。これらのモデルの開発・検証のためにも個別粒子の微細構

造を含めたエアロゾル観測データの必要性が高まっている。電子顕微鏡は、個別エアロゾル

粒子の微細構造（例えば形態・組成・混合状態）を詳細に調べることができる強力なツール

である。しかし、そのデータをモデル研究に活用するためには、時間分解能、空間代表性な

どクリアすべき課題は多い。 

気象研究所では、２０１２年２月１６－１７日に、「International symposium on aerosol 

studies explored by electron microscopy （電子顕微鏡を用いたエアロゾル研究-モデル

研究とのリンクをどう進めるか）」と題した公開シンポジウムを開催した。このシンポジウ

ムでは、電子顕微鏡等を用いた大気エアロゾルの研究と微物理モデルを用いた研究の双方の

分野から、海外を含む多数の研究者が参加し、電子顕微鏡とモデルのリンクの意義、現在の

試み、将来の可能性について意見交換を行なった。討論の中で、モデルが必要とするのはサ

イズ分布、化学組成、形態学情報等の高精度で時空間代表性のあるデータであること、その

ような測定データを得るためには、サンプル採取と分析方法の規格化が必要で、また高効率

の分析方法が求められること、さらに、それらを用いてグローバルなデータベースの構築を

目標とすべきであることなど、将来に向けた展望が議論された。 

このシンポジウムにより、電子顕微鏡とモデル研究者相互の理解を深めることができたこ

とは、大気科学、気象学のさらなる発展にとって非常に有意義であった。本技術報告はこの

国際シンポジウムにおける発表や議論をとりまとめた資料であり、関連する研究の進展の一

助となれば幸いである。 

なお、海外招待講演者（Peter R. Buseck 教授および Weijun Li 博士）の招聘費用は、環

境省の平成 23 年度環境研究総合推進費（課題番号 A-1101）「地球温暖化対策としてのブラ

ックカーボン削減の有効性の評価」による。この招聘によりブラックカーボンに関する最先

端の知見が当該研究の研究メンバーに共有されました。ここに記して謝意を表します。 
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